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論文内容要旨
 成人男子ボランティアの上腕内側および前腕内側の皮膚に皮下出血を人工的に生じさせ,その
 経時的色調変化を分光測色計で計測した。分光測色法および三刺激値による刺激値直読方法で得
 られたデータの経時的な推移を分析し,可能な限り少ない計測回数で皮下出血の経時的色調変化
 を客観的に評価出来るかの判断を試みた。この際,皮膚病変や明瞭な皮下静脈などを認めない皮
 下出血近傍の皮膚面を正常皮膚面Referenceとして用いることができた。
 三刺激値直読法のひとつであるL*a*b*測色法では,正常皮膚面Referellceと皮下出血面
 Bruiseとのb*成分(黄色一青色調成分)の差△b*が,受傷後早期の皮下出血であるのか,ある
 いはやや時間の経過した状態か,の有用な判断材料となりえた。△げはほぼすべての出血にお
 いて受傷後2日前後で負から正(黄色方向)への値をとり,受傷後4日前後に正の値のピークを
 示した。したがって,受傷後2日以内の皮下出血を判断するためには1回の計測で十分であり,
 受傷後2日以降の皮下出血では3日以上の連続した計測を行うことにより,受傷後約2～4日・
 受傷後4日前後・受傷後4日以降といった推定が可能であると考えられた。しかし,法医学的実
 務上,たとえ一回の検査が短時間であったとしても生体に対する検査を数日間に渡り複数回試行
 することは現状では困難である。
 分光測色法による分光反射率曲線は,皮下出血面Bruiseのいずれの時期においても,ある領
 域の波長成分の比較で正常皮膚面Referenceと明らかな差違を示した。すなわち,受傷後おお
 よそ2日までの新しい皮下出血面Bruiseでは,赤色波長に相当する640～700nm周囲部分以外
 の反射率が全般に低下したが,緑色波長に相当する500～520nm周囲部分で反射率が極大値を
 示しつつ,緑色・黄色・オレンジ色波長に相当する520～640nm周囲部分で明らかな反射率の
 低下が見られた。一方,受傷後2日以降のやや時間の経過した皮下出血面Bruiseでは,緑色波
 長に相当する500～520nm周囲部分でみられた反射率の極大値を中心として,それぞれ相対的
 に,緑色・黄色・オレンジ色波長520～640nm周囲部分が増加,青色から緑色波長の一部にか
 けての波長に相当する440～520nm周囲部分の反射率が下に凸の形状を示すように減少した。
 その後,緑色・黄色・オレンジ色波長520～640nm周囲部分の反射率がさらに増加し,それに
 やや遅れるように紫色波長から緑色波長の一部にかけての波長に相当する400～520nm周囲部
 分の反射率も増加した。そして受傷後1週間前後で青色から緑色波長の一部にかけての波長に相
 当する440～520nm周囲部分の反射率が下に凸の形状から直線状へと変化し,最終的に全波長
 領域400～700nmで皮下出血受傷前の対照皮膚面Con七rolの分光反射率曲線に収束するように
 変化した。このように,肉眼的な皮下出血色調変化を分光反射率曲線の形状変化に対応させるこ
 とが出来た。各被験出血部位でみられた分光反射率曲線の形状変化パターンはほぼ同様の傾向を
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 示したが,各波長における反射率の値自体や変化の度合いは,出血量・もともとの皮膚色・被験
 者の身体的状態など様々な要素によって影響を受ける。したがって,仮に正常皮膚面Reference
 とを比較しても,1回の計測だけでは皮下出血面Bruiseの受傷後経過時間を推定することは出
 来ないと考えられた。しかし,もし少なくとも2回の計測を1日あるいは2日の間隔をおいて行っ
 た場合,正常皮膚面Referenceの分光反射率曲線に対する皮下出.血面Brulseの分光反射率曲線
 の形状変化パターンを比較することにより,“新しい"(受傷後約2日以内)・“比較的時間の経過
 している"(受傷後約2日～約1週間)・“かなり時間が経過しほぼ出血が吸収し終えている"(受
 傷後約1週間以降)といった分類は可能であると考えられた。分光測色法による分析では,分光
 反射率曲線の形状比較に加えて,470nmと560nmにおける反射率を用いて算出した指数(青/
 黄指数:B/YIndex)を定義し,この解析を行った。時間軸に沿ったB/YIndexは,大部分の
 例で受傷直後には1.0以上の値を示し,受傷後2日までに1.0以下となり受傷後4日前後で最低
 値を示す比較的特徴的な変化傾向を示した。B/YIndexによる分析では△b*の場合と同様に,
 受傷後2日以内の皮下出血を判断するためには1回の計測で,受傷後2日以降の皮下出血では3
 日以上の連続した計測を行えば,受傷後約2～4日・受傷後4日前後・受傷後4日以降といった
 推定が可能であると考えられた。
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 審査結果の要旨
 皮下出血の受傷後経過時間を推定することは死体例のみならず生体例でも法医学的に重要な事
 項である。しかしながら,法医学的実務上,一般人が誰でも知っているような肉眼的色調評価に
 より判断が行われているのが現状である。解剖死体であれば,皮膚を切開し,かつ切り出した皮
 膚・皮下組織を組織学的に調べることが可能である。しかし,侵襲的な検査が不可能である生体
 の場合には専ら外表からの肉眼観察,すなわち色調により判断する以外に方法はない。また,現
 時点で,日本人における生体皮下出血の色調を客観的に評価した研究はみられない。
 本研究では,成人男子ボランティアの上腕内側および前腕内側の皮膚に皮下出血を人工的に生
 じさせ,その経時的色調変化を分光測色計で計測した。分光測色法および三刺激値による刺激値
 直読方法で得られたデータの経時的な推移を分析し,可能な限り少ない計測回数で皮下出血の経
 時的色調変化を客観的に評価出来るかの判断を試みた。この際,皮膚病変や明瞭な皮下静脈など
 を認めない皮下出血近傍の皮膚面を正常皮膚面Referenceとして用いることができた。
 三刺激値直読法のひとつであるL串ゴビ測色法では,正常皮膚面Referenceと皮下出血面
 Bruiseとのビ成分(黄色一青色調成分)の差ムビが有用であることが分かった。すなわち,
 受傷後2日以内の皮下出血を判断するためには1回の計測で十分であり,受傷後2日以降の皮下
 出血では3日以上の連続した計測を行うことにより,受傷後約2～4日・受傷後4日前後・受傷
 後4日以降といった推定が可能であると考えられた。しかし,法医学的実務去たとえ一回の検
 査が短時間であったとしても生体に対する検査を数日間に渡り複数回試行することは現状では困
 難である。
 分光測色法による分析では,肉眼的な皮下出血色調の経時的な変化を分光反射率曲線の形状変
 化に対応させることが出来た。各皮下出血部位における経時的な分光反射率曲線の形状変化パター
 ンはほぼ同様の傾向を示したが,変化の度合いや各波長における反射率の絶対値は被験部位ごと
 に様々であった。したがって,仮に正常皮膚面Referenceとを比較しても,1回の計測だけで
 は皮下出血面Bruiseの受傷後経過時間を推定することは難しいと考えられた。しかし,もし少
 なくとも2回の計測を1日あるいは2日の間隔をおいて行った場合,正常皮膚面Referenceの
 分光反射率曲線に対する皮下出血面Bruiseの分光反射率曲線の形状変化パターンを比較するこ
 とにより,“新しい"(受傷後約2日以内)・“比較的時間の経過している"(受傷後約2日～約1
 週間)・“かなり時間が経過しほぼ出血が吸収し終えている"(受傷後約1週間以降)といった分
 類は可能であると考えられた。分光測色法による分析では,分光反射率曲線の形状比較に加えて,
 470nmと560nmにおける反射率を用いて算出した指数(青/黄指数:B/YIndex)を定義し,
 この解析を行った。B/YIndexによる分析ではムビの場合と同様に,受傷後2日以内の皮下出
 血を判断するためには1回の計測で,受傷後2日以降の皮'下出血では3日以上の連続した計測を
 行えば,受傷後約2～4日・受傷後4日前後・受傷後4日以降といった推定が可能であると考え
 られた。
 以上の研究結果から,法医学的実務上,日本人における生体皮下出血色調の評価に対する測色
 学的方法の有用性が初めて示された。審査の結果,本論文の内容が学位に十分値することが確認
 された。
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